１：実施概要 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＜事業名称＞　UNOICHI 海が見える港のマルシェ 
＜テーマ＞ 宇野港で感じる、豊かなライフスタイル
人や島々など地域との繋がり、地元の素晴らしさ、海と港の役割、芸術。
これらがいかに暮らしの中で支えになっているかということに改めて気づいた。
港の賑わい、地域活性化につなげる試み、さらに、近年、若い世代を中心に叫ばれる海離れに向き合い、宇野港を愛するメンバーが、瀬戸内海の島々などからすてきなもの、おいしいものをセレクト。暮らしに寄り添い、海に寄り添う“UNOICHI”です。
『みる・きく・さわる・かぐ・あじわう』人々の五感を纏めて楽しめる1日です。

マルシェイベントを通してさまざまな価値観、過ごし方、海と港の大切さなどを発見してみませんか。
※10月30日は上記をベースによりテーマを明確に。

『BOOK＆PORT』。本を片手にゆっくりと海と港で過ごす1日を提案した。
＜開催期間＞  春：2016年5月7日(土) 客船入港イベント「Voyage of Night 2」

夏：2016年7月16日(土) 夏のUNOICHI
夏：2016年8月21日(日) 学生UNOICHI「Summer Style」
秋：2016年10月30日(日) 秋のUNOICHI
＜会 場＞  岡山県玉野市宇野港第一突堤 緑地
「平成28年度岡山県備前県民局協働事業」
＜主 催＞  UNOICHI実行委員会 
＜共 催＞　岡山県備前県民局・玉野市立玉野商業高等学校
＜助 成＞　公益財団法人福武教育文化振興財団・日本財団 海と日本プロジェクト2016

＜後 援＞  国土交通省中国運輸局・国土交通省中国地方整備局・岡山県・玉野市
玉野商工会議所・(公社)玉野市観光協会・玉野市教育委員会・直島町教育委員会
宇野港航路誘致推進協議会・瀬戸内国際芸術祭たまの☆おもてなし推進委員会
うのずくり実行委員会　※玉野海上保安部…10月30日のみ
＜協 力＞ 岡山県立玉野高等学校・香川県立高松商業高等学校
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はじめに
2016年１０月30日開催した『UNOICHI 海が見える港のマルシェ』を無事終えた。
振り返ることでいくつかの課題が見えてきたことなどから、来年度『UNOICHI 海が見える港のマルシェ』、『宇野港のさらなる発展』を願い、本年度の取り組みについて検証・評価を行うこととした。
経緯

岡山県玉野市宇野港は古くから”海の玄関口”としての要衝として栄え、近年では瀬戸内国際芸術祭の開催から国内外から多様な人・もの・情報を受け入れてきた。

そのなかで人との繋がり、地元の素晴らしさ、芸術などがいかに暮らしの中で支えになっているかということに改めて気づき、UNOICHI実行委員会を立ち上げることとなった。
2013年12月・・・UNOICHI実行委員会設立
2014年2月・・・ 事業名『UNOICHI 海が見える港のマルシェ』決定。
宇野港で開催する市場『UNOICHI』とした。さらに潮風を感じ、船を眺め、海を身近に感じることができる宇野港第一突堤 緑地での開催が決定と瀬戸内海が季節によって表情を変えること、直島（香川県）は船で20分という距離で生活圏であること、豊島、小豆島、高松へ船が行き交い、繋がりがあることから、宇野港を中心に新たな結びつきを願い『海が見える港のマルシェ』をサブタイトルにした。
開催は下記の通りである。
2014年7月20日・・・第1回目となる『UNOICHI 海が見える港のマルシェ』開催
2014年10月26日・・・第2回目となる『UNOICHI 海が見える港のマルシェ』開催
2015年4月19日・・・第3回目となる『UNOICHI 海が見える港のマルシェ』開催
2015年5月10日・・・第1回目となる客船入港イベント『Voyage Of Night』開催
2015年7月19日・・・第4回目となる『UNOICHI 海が見える港のマルシェ』開催
2015年9月12日・・・第2回目となる客船入港イベント『Ship`ｓ Log』開催
2015年10月25日・・・第5回目となる『UNOICHI 海が見える港のマルシェ』開催
2016年5月7日・・・第3回目となる客船入港イベント『Voyage Of Night2』開催
2016年7月16日・・・第6回目となる『UNOICHI 海が見える港のマルシェ』開催
2016年8月21日・・・第1回目となる学生主体イベント『Summer Style』開催
2016年10月30日・・・第7回目となる『UNOICHI 海が見える港のマルシェ』開催
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2：管理・運営　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
組織体制
UNOICHI実行委員会では、『UNOICHI 海が見える港のマルシェ』実施にあたっては、
コンセプトに基づき出店者、出演者を声かけするスタイルをとり、基本理念を設定し、活動している。

【UNOICHI実行委員会５つの共通認識】

1：宇野港が好き、だから、もっと楽しい場所に。 （潮の香り、風、波音を感じながら、海や島を眺めながら まったりゆっくりと過ごしていただく）

2：繋がりの深い直島、豊島、高松を巻き込み、宇野港の違った魅力を発信する

3：玉野市民を巻き込む。玉野在住の若い人を特に巻き込み、未来に繋げていく。

4：派手なことはしなくていい。 
シンプルでも、軸がしっかりしていれば、長く多くの人に愛されるイベントになる。

5：来場者の笑顔が溢れるイベントに。 
実行委員側の自己満足や利害に縛られないようにする。

・組織委員会…相談役 4名、監事 2名
・実行委員会…実行委員長、副委員長、委員15名　※高校生、大学生含む※
補助・助成※順不同※
本年2016年は下記の団体から採択され運営を行うことが出来た。
・岡山県備前県民局「平成28年度岡山県備前県民局協働事業」として運営
・日本財団「海と日本プロジェクト」の一環で運営

・公益財団法人福武教育文化振興財団の一環で運営

・みなとオアシスの補助金で運営
広報制作物　※1開催あたり　岡山県、香川県のみならず、東京、大阪にも配布
・ポスター…300枚
・フライヤー…5000部
広報・宣伝

2015年度の結果を踏まえ、メディアの皆さまへの情報発信はより内容がわかり広報PRに努めた。
また、リアルタイムに情報発信を行うことができるUNOICHI実行委員会運営のSNSを活用し、イベント情報のみならず、フェリー情報、瀬戸内国際芸術祭2016情報などを丁寧にお届けした。
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メディアに取り上げられた内容は下記の通りである。
～5月7日(土) 客船入港イベント「Voyage of Night 2」～

＜紙媒体＞

2016/04/01
両備グループ　「wonderful setouchi」

2016/04/21
レディア

2016/04/22
タウン情報おかやま

2016/05/01
山陽新聞折込「スマイル」

2016/04/20
朝日新聞

2016/05/01
山陽新聞 玉野版 今月の人

2016/05/01
山陽新聞 イベントカレンダー

2016/05/03
四国新聞

2016/05/07
読売新聞

2016/05/07
株式会社 瀬戸内海経済レポート

2016/05/07
山陽新聞

＜TV・ラジオ媒体＞

2016/03/21
NHK岡山/もぎたて！

2016/04/28
FM岡山/Fresh Morning OKAYAMA

2016/04/29
FM倉敷/週刊くらしき ハッピーレディオ

2016/04/30
RSKラジオ/リンだとRiN太の土曜番長

2016/05/02
RSK/イブニング5時

2016/05/02
レディオモモ/「夕刊ラジオ～レディオモモ」

2016/05/04
RSKラジオ/昼からどーだい

2016/05/05
RNC/さわやかラジオ気分上々

2016/05/06
テレビせとうち/TSCニュース

2016/05/06
RNC/every.フライデー

2016/05/07
RSK/ニュース番組

2016/05/07　NHK岡山/ニュース番組

＜WEB媒体＞

・JR西日本「おでかけネット」西日本おでかけ情報トップページより（西日本・首都圏エリアのみ）

・地球の歩き方「日本の歩き方」

・Yahoo!ロコ　トップページより

・株式会社リクルート「じゃらんnet」観光ガイド

・タウン情報おかやま
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～2016年7月16日(土) 夏のUNOICHI～

＜紙媒体＞

2016/06/25
タウン情報おかやま

2016/06/25
月刊プラザ

2016/06/21
朝日新聞

2016/07/01
山陽新聞 イベントカレンダー

2016/07/10
ジョセイ新聞社「こんにちは、」

2016/07/12
山陽新聞　玉野版

2016/07/14
読売新聞

＜TV・ラジオ媒体＞

2016/06/25
NHK広島/おはようちゅうごく

TV&ラジオ
NHK岡山/放送不定期告知
NHK岡山

2016/07/02
FM倉敷/ぼっけー倉敷 土曜まるかじり

2016/07/13
RSKラジオ/昼からどーだい

2016/07/13
FM岡山/TWILIGHT PAVEMENT

2016/07/14  レディオmomo/朝刊ラジオ～元気！おかやま～

2016/07/15
NHK岡山/もぎたて！

2016/07/15
RSK/海の日プログラム

2016/07/15
RSKラジオ/リンだとRiN太の土曜番長

2016/07/15
テレビせとうち/キニナル箱

＜WEB媒体＞

・JR西日本「おでかけネット」西日本おでかけ情報トップページより（西日本・首都圏エリアのみ）

・地球の歩き方「日本の歩き方」

・Yahoo!ロコ　トップページより

・株式会社リクルート「じゃらんnet」観光ガイド

・マイ・フェイバリット瀬戸内

・タウン情報おかやま

～2016年8月21日(日) 学生UNOICHI「Summer Style」～

＜紙媒体＞

2016/08/01
山陽新聞 玉野版 今月の人

2016/8/16
朝日新聞

2016/8/19
産経新聞

2016/8/19
山陽新聞 玉野版
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2016/8/20
読売新聞

2016/8/20
山陽新聞 玉野版

2016/8/22
山陽新聞 全県版

2016/8/24
山陽新聞 玉野版

＜TV・ラジオ媒体＞

2016/08/12
レディオmomo/うたわら

2016/08/13
FM倉敷/ぼっけー倉敷 土曜まるかじり

2016/08/17
FM岡山/Fresh Morning OKAYAMA

2016/08/17
RSKラジオ/昼からどーだい

2016/08/21
KSB/ＫＳＢニュース

2016/08/25
OHK/みんなのニュース※密着取材、特集※

＜WEB媒体＞

・JR西日本「おでかけネット」西日本おでかけ情報トップページより（西日本・首都圏エリアのみ）

・地球の歩き方「日本の歩き方」

・Yahoo!ロコ　トップページより

・株式会社リクルート「じゃらんnet」観光ガイド

・タウン情報おかやま

～2016年10月30日(日) 秋のUNOICHI～

＜紙媒体＞

2016/9/25
タウン情報おかやま10月号

2016/10/1
山陽新聞折込「スマイル」

2016/10/8
山陽新聞 朝刊

2016/10/2
山陽新聞 朝刊（高校生ボランティアアワード）

2016/10/1
山陽新聞

2016/10/21
朝日新聞

2016/10/29
山陽新聞（岡山・倉敷）

2016/10/27
読売新聞

2016/10/29
毎日新聞

2016/10/29
産経新聞

＜TV・ラジオ媒体＞

2016/10/12
RSKラジオ/県民のみなさんへ

2016/10/18
RSKラジオ/あもーれ！マッタリーノ

2016/10/24
FM岡山/TWILIGHT PAVEMENT 
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2016/10/25
RSK/イブニング5時
2016/10/26
レディオモモ/がんばるティーンズボイス

2016/10/26
テレビせとうち/TSCnews5

2016/10/22
FM倉敷/ぼっけー倉敷 土曜まるかじり

2016/10/28
RSKラジオ/おかやまニュースの時間

2016/10/28
NHK岡山/もぎたて！

2016/10/29
RNC/RNCニュース番組内告知

2016/10/29
RSKラジオ/リンだとRiN太の土曜番長


2016/10/29
RNCラジオ/ギリっとイコ～！！

2016/10/29
レディオモモ/ちまたの風

2016/10/29
RSK/イブニングニュース

＜WEB媒体＞

・岡山県観光総合サイト「晴れらんまん。おかやま旅ネット」

・JR西日本「おでかけネット」西日本おでかけ情報トップページより（西日本・首都圏エリアのみ）

・地球の歩き方「日本の歩き方」

・Yahoo!ロコ　トップページより

・株式会社リクルート「じゃらんnet」観光ガイド

・タウン情報おかやま

・朝日新聞デジタル

・山陽新聞デジタル

・マイ・フェイバリット瀬戸内

・コロカル　※マガジンハウスがおくる「ローカル・地域」をテーマにしたWebマガジン
～2016年10月月間データー～

UNOICHI実行委員会運営facebookに訪れた人数

◆性別

女性・・・59%

男性・・・41%

◆国別

日本・・・21,891

フィリピン・・・1,427

アメリカ合衆国・・・101

台湾・・・62

オーストラリア・・・47
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マラウイ・・・38

カナダ・・・31

香港・・・28

アラブ首長国連邦・・・27

イギリス・・・24

◆市区町村別

岡山市・・・5,350

倉敷市・・・2,418

玉野市・・・1,284

大阪市・・・1,278

高松市・・・966

福山市・・・523

総社市・・・319

広島市・・・297

横浜市・・・285

京都市・・・279
◆世代別
年齢　　　　　女性　　　男性
13～17　　　0.161　　0.101
18～24　　　7　　　　 4　　
25～34　　　24　　　 14
35～44　　　18　　　 13
45～54　　  7　　　　 7
55～64      2　　　　 3
65～　　　   0.558　  0.858
情報入手の手段としてfacebookなどのSNS利用が急速に普及している現状を踏まえ、
UNOICHIでもfacebook、Twitter、Instagramを運用。
開催前から情報を伝えることでターゲットとする20代、30代女性に興味を示していただいた。さらに、各メディアの皆さまのおかげでより幅広い世代、地域の方にお届け出来、宇野港が持つ魅力、存在を多くの方に知らせることが出来た。
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3：実施事業の検証　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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～5月7日(土) 客船入港イベント「Voyage of Night 2」～
・開催時間：15時～20時　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・来場目標：2500人　
・来場数：7400人　
・平成28年度岡山県備前県民局協働事業

・補助：みなとオアシス　
・助成：公益財団法人福武教育文化振興財団
～内容～
・フランス船籍豪華客船入港に併せて、乗船客やクルー、岡山県民、観光客とのつながりの場を目的とした。
・地元の高校生が“和”をテーマに企画/運営。普段海外の方と接する機会が少ない彼らには貴重な１日となった。海外では味わえないような日本の”おもてなし“で乗船客やクルーの方々に安らぎのひと時を。
・国内のお客様には異国情緒を体験していただきたく、音楽はDJによるワールドミュージックや民族楽器の演奏で楽しんでいただいた。
・夕方から夜にはキャンドルが。客船+異国情緒+マルシェ+グッドロケーションと宇野港だから出来る『オンリーワン』な空間演出を。
・瀬戸内国際芸術祭宇野会場に欠かせない作家 小沢敦志さん(作品/舟底の記憶、アートレンタル終点の先へ)とコラボ。アート制作に触れることで多彩性、モノの生まれる価値などを体験していただくことが出来た。
・岡山県から26店舗、香川県から7店舗、高校生企画が5店舗　合計38店舗集った。
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～2016年7月16日(土) 夏のUNOICHI～
・開催時間：15時～20時

・来場目標：2500人　
・来場数：33００人　
・平成28年度岡山県備前県民局協働事業　　　　　
・補助：みなとオアシス

・助成：公益財団法人福武教育文化振興財団

～内容～
・夏の陽ざし、夕暮れ、星空と時間によって移り変わる風景、海の表情を感じながら１日を通してゆっくりと過ごしていただく演出を。

・「夏といえば、カレー！」ということで夏野菜たっぷりカレー、犬島カレーが。
・小豆島の果実を使ったかき氷など、岡山＆香川で採れたものをふんだんに使ったここでしか食べれない、フードが宇野港に集った。
・夏の風吹く港で遊びながら帆布を染めるワークショップ、「やっと出会えた！」と思える本屋さんなどワークショップやグッズショップも充実。
・UNOICHIと言えば、「学生」。玉野商業高校・岡山東商業高校、香川大学生の開発した商品を引っ提げ登場。
・出店エリア別：岡山県・・・21店、玉野市・・・16店、香川県・・・９店＝46店舗

・岡山と香川で活躍している若いミュージシャン5組が“夏の音色”を宇野港に届け。
・玉野市内にある三つの高校が海をテーマに切れ端をフラッグに。潮風に揺られ宇野港の夏を爽やかな演出を。
・企画、運営は地元で生まれ育った人、移住してきた人、高校生、大学生の宇野港の魅力を知り尽くした若い世代。宇野港でしか出来ない、県や市町村を越えた繋がりも『UNOICHI』の魅力。
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～2016年8月21日(日) 学生UNOICHI「Summer Style」～
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・開催時間：10時～13時
・来場目標：500人　
・来場数：821人
・日本財団 海と日本プロジェクト事業

～内容～
・『初めての試みで、不安なことばかり。どんなに小さな一歩であろうと、踏み出すことに意味がある。海と港で育った私達。若い世代が小さな一歩を踏み出す夏の姿（スタイル）みんなで海をもっと身近に感じ、眩しい陽ざしも楽しもう！』
・岡山県と香川県から宇野港に15店舗の高校と大学が集った。
・『海と船』をテーマに絵を描いた。　対象：小学生。サポート：高校生と大学生。

・海と島をバックに、芝生エリアで思いっきり走って遊んだ『Water Fight』
・香川県直島から和太鼓演奏や高校の軽音部によるバンド演奏など夏の暑さに負けないパフォーマンスを繰り広げた。
・夏といえば“スイカ”。海を眺めながらスイカを食べる企画『給スイカSTATION』
・若い世代を中心に叫ばれる海離れに向き合い、海の大切さ、港の役割、船の役割などを学ぶ1日となった。（岡山放送「みんなのニュース」で密着取材、放送された）

・玉野市の特産物を使い、玉野市で人気のマルシェイベント「UNOICHI」とコラボし、おむすび『玉結び』を玉野市立玉野商業高校がプロデュース。（初回販売は7/16夏のUNOICHI）　玉野市産のお米・雑穀・塩・海苔が使われており、まさに玉野のお結び。
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～2016年10月30日(日) 秋のUNOICHI～

・開催時間：10時～15時
・来場目標：2500人　　　　　　　　　　　　　　
・来場数：4400人　
・補助：みなとオアシス

・平成28年度岡山県備前県民局協働事業
・助成：公益財団法人福武教育文化振興財団
・日本財団 海と日本プロジェクト事業
～内容～
・『宇野港から、心安らぐ景観を眺めながら本を読む。傍には、コーヒーとパン・・・。

うららかに晴れた港で、すてきな本との出会いを見つけて。』開催以来、初めて、明確なテーマを設け、来場者に港や海での過ごし方を提案。
・フライヤー、UNOICHI運営のfacebookも“書籍”をイメージ。下記のような見出しをプレスリリースで告知し、『本と港』がテーマであることを印象づけた。
みつかる。みつける。とっておきのフード＆ドリンク。
モノが生まれる瞬間を感じるワークショップ。

ココロに響く、ココロ踊る音楽

アートと日常が背中合わせになった街、玉野市をご紹介。
・岡山県・香川県から魅力溢れる52店舗が集った。（香川から16年夏は5店⇒今回は８店。高松との繋がりがより強く。直島など島々の人気SHOPも出店。
初参加のSHOPが10店集った）

・宇野港を愛するメンバーが、瀬戸内海の島々などから「すてきなもの、おいしいもの」をセレクト。暮らしに寄り添い、海に寄り添う演出を心かけた。

・2010年に制作された「宇野のチヌ」。そのチヌに待望のコチヌが誕生。
瀬戸内国際芸術祭2016とコラボ。作家と一緒にお花を植えて、完成したコチヌを祝った。
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4：総括　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
UNOICHI 海が見える港のマルシェでは、2015年の課題を踏まえ、次のような取り組みを行った。
◆駐車場内の誘導がうまく出来ず、来場者に多大なご迷惑と渋滞を引き起こしたことを反省・検証し、メンバーの役割を明確化、事前の細かなミーティング、ラインやコーンを利用することで、来場者もメンバーも一目で分かるように改善した。
それにより渋滞はやや改善され、事故・トラブル無く終えることが出来た。

◆高等学校のサポートメンバーと実行委員会メンバーで企画・運営・広報活動を行なった。それにより若い世代(高校生）から地元の魅了を発信出来ただけでなく、個々のスキルアップに繋がる場となった。

今後も多くの学生と活動していけるように、より明確化した取り組みが必要となる。

単に人数を募るだけでなく、企画段階から内容について十分に精査した上で、部活動単位・授業選択単位などで学校側と検討していく必要もある。
UNOICHIに理解ある教員が転任された場合の対策も課題となる。
◆『繋がりの深い直島、豊島、高松を巻き込み、宇野港の違った魅力を発信する』をコンセプトに出店・出演者を選定したことで玉野市のみならず岡山県内はもちろん、つながりの深い、直島、豊島、高松などから多くの方が来場されお楽しみいただくことができた。

同時に会場を宇野港第一突堤としたことで宇野港の新たな魅力発信につながった。

◆会場は”芝生が広がる気持ちのよい空間で瀬戸内の海や島々を眺めながら、潮の香り、風、波音を楽しみ、ゆったりとした時間を過ごす”ことにこだわった為、『宇野港のイメージが変わった』『海がきれいでゆっくりと過ごせた』といった感想が多く見受けられた。
反面、『宇野駅から分かりにくい』『駐車場から歩く距離がある』といった感想もあった。

来年度は看板・のぼりを増やすなどに取り組むが、スタッフの人件費、照明設備、備品購入予算など経費なども十分に考慮する必要がある。

◆年間を通して『休憩スペースが少ない。（時にイスとテーブル）』、『午後から来たが食べ物が売り切れていた』『飲食店が少ない』『子供が飲食出来るお店が無い』といった感想があった。出店の店舗数、内容などをより検証し次年度に繋げていく。

『目玉が無い』といった感想もあったが、主役はあくまでも”宇野港”。
派手なことはしない、宇野港にあるものをそのまま活かして空間プロデュースするがコンセプトでもあるので変更などは考えていない。
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◆他の文化活動との連携は会場内にART SETOUCHI(瀬戸内国際芸術祭)作品があり、

『舟底の記憶』、『宇野のチヌ』制作：淀川テクニックの高校生ガイドを行った。
今後も、関連性がある団体と連携して運営を行う。
◆今後の活動としては、さまざまコンテンツに手をひろげすぎる事なく、理念・目的に沿った活動を行っていく。
5：最後に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
”世界に誇る美しさ”と海外の方が称賛した瀬戸内海の中に宇野港（岡山県玉野市）が。

その港で2014年の夏（7月20日）‟日常がちょっと楽しく“をテーマに『UNOICHI 海が見える港のマルシェ』は誕生。

マルシェイベントを通してさまざまな価値観、過ごし方などを発見していただき、「ここで住みたい」と思っていただける情報を玉野市と岡山県と連携提供することで、新たな“街づくり”を提案していきたい。
最近「海・港」との生活の関わりが薄れてきた若者達に、まずは休日を潮風の中で過ごし、海の近くの賑わいを取り戻す目的でスタートした「UNOICHI 海が見える港のマルシェ」。
テーマに沿ったイベントを、地元のみならず岡山県・香川県の高校、大学といった若者達を中心に、提案・企画・実施を行うことで、若者達への「海と港」の魅力再発見を狙う。産官学の連携が地域活性化には必要不可欠だと感じ、学んでいる高校生や大学生などが活動を通して、気づき、学び、就職や進学を達成できる場を提供していく。
海が見える港のマルシェ

会場は、大型船の停泊するバースに隣接した、芝生が広がる気持ちのよい空間です。

瀬戸内の海や島々を眺めながら、潮の香り、風、波音を楽しみ、ゆったりとした時間を過ごすことができます。

宇野港ならではのつながり

港は多くの人々が行き交い、暮らしのなかにある場所。玉野市をはじめとする岡山県内はもちろん、つながりの深い、直島、豊島、高松などにも出店を呼びかけ、瀬戸内のつながりを感じ、人のつながりが生まれるマルシェに。

暮らしに寄り添い続けること

『日常がちょっと楽しくなる』『暮らしをちょっと素敵に』
日々の暮らしのなかにある「ホッとする」と感じることができるようなコンテンツが集い、四季を通じて、多くの方に長く愛されるマルシェにしてゆきます。
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6：UNOICHI実行委員会 名簿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
実行委員長兼広報部長：小倉理史（玉野市商工観光課 臨時職員）
事務局長：井野友貴（三友興業株式会社）
事務局員：中田捷太（香川大学1年生）
事務局員：廣澤海音（玉野市立玉野商業高等学校1年生）
事務局員：三宅伸弥（就実大学2年生）

経理：森美樹（うのずくり実行委員会）
経理：古中麻夢（就実短期大学）
広報：明田裕之（株式会社セイタロウデザイン）
広報：三浦諒太（専門学校 岡山情報ビジネス学院）
広報：西原直也（岡山大学4年生）
リスク管理：直原幸太郎（東京アカデミー岡山校）
会場管理、駐車場兼音楽：岡田大生（大道芸人）
会場管理、駐車場：大森貴士（玉野市立玉野商業高等学校3年生）
出店：福嶋栄里子（株式会社 玉野魚市場）
出店：西村未仁衣（香川大学1年生）
店舗運営：柴田園子（POLAestheLaPaume ）
副委員長：中川友斗（三井造船株式会社 玉野事業所）
SPECIAL TAHNKS：玉野市立玉野商業高校/岡山県立玉野高校/岡山県立玉野光南高校

香川県立高松商業/香川大学/玉野市立玉野備南高校/岡山県立岡山東商業/中国短期大学
倉敷芸術科学大学/岡山大学/就実大学/直島町立直島中学の方々
素敵な一瞬を切り取っていただいたカメラマンの方々

UNOICHIに関わってくださった方々/UNOICHIを支えてくださった方々
そして、UNOICHIにお越しいただいた全ての皆さま、いつも本当にありがとうございます。
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